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天
災
は
忘
れ
ぬ
う
ち
に

私
達
の
と
こ
ろ
に
も
や
っ
て
く
る

き
や
ま

検
索

被
災
し
た
丸
林
地
区
（
第
６
区
）
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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私達のところにも やってくる

過
去
に
学
び
主
体
性
の
あ
る
防
災
対
策
を

今
回
の
特
集
で
は
、
平
成

年
７
月
豪
雨
に

30

よ
る
災
害
と
、
過
去
の
豪
雨
災
害
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。
地
震
に
関
し
て
は
、
平
成

年
に
起

28

き
た
最
大
震
度
７
の
熊
本
地
震
︵
基
山
町
震
度

２
︶
が
記
憶
に
新
し
い
で
す
が
、
平
成

年
に

17

も
福
岡
県
の
警
固
断
層
帯
に
よ
る
福
岡
県
西

方
沖
地
震
が
発
生
し
、
佐
賀
県
内
で
は
、
み
や

き
町
震
度
６
弱
、
上
峰
町
震
度
５
強
、
基
山
町

震
度
４
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
佐
賀
地
方
気

象
台
に
よ
る
と
、
震
度
６
弱
規
模
の
地
震
の
記

録
は
観
測
史
上
、
県
内
で
初
め
て
で
し
た
。

行
政
も
防
災
や
避
難
の
た
め
の
計
画
を
立

て
、
町
民
の
安
全
を
確
保
す
る
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
地
震
や
近
年
の
豪
雨
被
害
に
関
し

て
、
予
測
を
立
て
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
な
状

況
で
す
。
平
時
に
も
増
し
て
災
害
時
に
は
、
自

分
を
助
け
る
﹁
自
助
﹂
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
共
に
助
け
合
う
﹁
共
助
﹂
、
行
政
が
支
援
す

る
﹁
公
助
﹂
の
連
携
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

議
会
も
こ
れ
ま
で
防
災
無
線
の
適
切
な
運

用
、
土
砂
災
害
の
保
全
、
河
川
整
備
等
を
提
言

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の

特
性
に
合
っ
た
防
災
・
避
難
計
画
に
つ
い
て
考

え
、
行
政
の
防
災
・
減
災
へ
の
仕
組
み
強
化
と
、

自
主
防
災
組
織
活
動
の
活
性
化
促
進
、
そ
し
て

災
害
が
起
き
た
場
合
の
迅
速
な
対
応
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

堤防の一部が地滑りを起こした亀の甲ため池

鳥栖筑紫野道路も、一時通行止めになった

丸林地区（第6区）

土砂崩れにより、土砂や流木が家屋内まで流入

氾濫直前に実松橋から撮影し

た実松川下流方向

平成30年7月
今年の豪雨（基山町7月

5日〜7日の3日間累計降水

量458mm）では、丸林地

区（第6区）で家屋内土砂

流入2件、宅地内土砂流入

10件が被害を受けた。ま

た、実松川下流付近（第9

区）でも建物内浸水2件が

発生した。その他、県・町

道、農地、林道など、町内

の多くの地域で被害が発生

した。

7月6日〜7日の町民会館

への避難者総数は327人。

基山町の被害総額約7億

4000万円（未確定）
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天災は 忘れぬうちに
特

集

明治40年代に秋光川に石材で作られた高

島橋が流失。その後、人一人がやっと通

れる木製仮橋が1年間続いた。奥に基山

（きざん）が見える

貯水の大部分を流出し、急激な圧力低下で、内部へずり落ちた堤防
東側堤防が決壊し、流出口は幅を広

げ滝のように流れ下って行った

昭和55年8月
この年の豪雨（基

山町4日間累計降水

量約400mm）では、

柿の原地区（第2区）

で土石流が発生し、

幸いにして人的被害

はなかったものの家

屋8棟が被災した。

基山町の被害総額

約1億3000万円

（会議録より）

秋光川から長崎街道の南方面を望む。冠

水した道路の右側は現在の高島団地（第

11区）。左側は現在のドラッグストア・

コスモス、ホームセンター・コメリ付近

土石流で被害を受けた柿の原地区（第2区）

昭和38年6月
この年の豪雨（鳥

栖 地 区 日 降 水 量

236mm）では、秋光

川をはじめ多くの河

川が決壊したため、

町の中心部の家屋、

農地が浸水した。

基山町の被害総額

約6億円

昭和28年6月
この年の豪雨（基山町日降水量323mm）では、亀の甲ため池

の堤防が決壊し、下流域の農地に大きな被害をもたらした。

基山町の被害総額約1億5000万円

出
典

基
山
町
史

ふ
る
さ
と
基
山
の
歴
史

基
山
町
の

世
紀

20
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基山保育園等建設に交付金決定

総務文教常任委員会

地方創生拠点整備交付金の活用

第
３
回
定
例
会

議
案
審
議

地
方
創
生
拠
点
整
備
基
金
の
設
置
︑

管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
制
定

問

条
例
の
内
容
は
。

答

地
域
再
生
計
画
に
記
載

さ
れ
た
事
業
に
財
源
を

充
て
る
た
め
︑
基
金
を
設
置
し
︑

管
理
・
処
分
を
定
め
る
も
の
︒

問

な
ぜ
基
金
を
設
置
す
る

の
か
。

答

認
定
を
受
け
た
基
山
保

育
園
等
建
設
に
伴
う
事

業
で
︑
地
方
創
生
拠
点
整
備
交

付
金
を
活
用
す
る
の
に
︑
基
金

の
設
置
が
交
付
要
綱
に
定
め
て

あ
る
た
め
︒

問

交
付
対
象
の
事
業
費
の

金
額
は
。

答

対
象
事
業
費
の
½
の
補

助
で
２
億
９
４
０
３
万

円
︒
計
画
期
間
内
に
基
金
か
ら

取
り
崩
し
︑
施
設
整
備
を
行
う
︒

一
般
会
計
補
正
予
算

専
決
処
分

火
葬
料
補
助
金

５
万
円

問

補
助
金
の
内
容
は
。

答

７
月
豪
雨
で
の
県
道
通

行
止
め
に
よ
り
︑
葬
祭

公
園
の
使
用
が
で
き
ず
１
件
の

利
用
者
に
小
郡
市
火
葬
場
の
利

用
を
お
願
い
し
た
︒
基
山
町
と

の
火
葬
料
の
差
額
５
万
円
を
利

用
者
に
補
助
し
た
︒

問

一
昨
年
の
大
雪
災
害
で

同
じ
事
案
が
発
生
し
た

時
、
町
が
差
額
を
小
郡
市
に
直

接
支
払
う
よ
う
提
案
し
た
が
。

答

支
払
い
の
件
は
協
議
し

て
い
な
い
が
︑
検
討
し

て
い
く
︒

現
年
発
生
災
害
復
旧
費
負
担

金

４
８
０
０
万
円

問

宅
地
・
家
屋
内
に
流
入

し
た
土
砂
搬
出
に
対
す

る
町
の
対
応
は
。

答

町
道
ま
で
の
搬
出
は
所

有
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
行
い
︑
そ
の
後
の
処
分
を
町

が
行
っ
た
︒

問

宅
地
・
家
屋
内
の
土
砂

搬
出
を
町
負
担
で
で
き

な
い
か
。

答

新
た
に
補
助
制
度
を
創

設
し
た
県
内
市
町
も
あ

り
︑
次
に
備
え
て
災
害
規
模
︑

被
災
状
況
等
も
想
定
し
︑
国
の

制
度
活
用
も
含
め
支
援
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
︒

提
案

公
費
負
担
の
基
準
等
を

早
急
に
検
討
す
る
よ
う
提
案
し

た
。ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
基
金
繰

入
金

４
２
０
０
万
円

問

総
務
省
が
寄
附
制
度
見

直
し
に
言
及
し
、
法
改

正
も
検
討
し
て
い
る
。
今
後
の

対
応
は
。

答

要
請
に
従
わ
な
い
自
治

体
が
制
度
対
象
外
に
な

り
︑
寄
附
金
も
な
く
な
る
の
で

対
応
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
︒

審査、調査

の担当課

総務企画課・財政課・まちづくり課

税務課・教育学習課・出納室

所
管
事
務
調
査

消
防
委
員
会
と
の
意
見

交
換各

部
の
消
防
団
格
納
庫

は
︑
消
防
組
織
法
か
ら
す
る

と
町
が
設
置
︑
管
理
す
べ
き

で
あ
る
︒
し
か
し
︑
県
内
で

基
山
町
を
含
む
２
市
町
の
み

が
︑
行
政
区
や
地
域
で
設
置
︑

管
理
し
て
い
る
︒
法
が
変
わ

り
︑
全
て
を
町
が
設
置
︑
管

理
す
る
の
は
厳
し
い
と
説
明

を
受
け
た
︒

ま
た
︑
消
防
団
の
部
に

よ
っ
て
は
︑
団
員
の
確
保
が

で
き
ず
統
合
の
要
望
も
出
て

い
る
︒
特
に
個
人
情
報
保
護

法
に
よ
り
情
報
が
入
ら
ず
︑

団
員
が
集
ま
ら
な
い
︒
そ
こ

で
︑
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
の

た
め
に
︑
町
が
主
体
と
な
り

消
防
団
や
関
係
者
と
協
力
し

て
組
織
を
立
ち
上
げ
検
討
す

る
よ
う
提
案
し
た
︒

▲消防団第一部格納庫

専
決
処
分
と
は

議
会
を
招
集

す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
時
に

行
う
制
度
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第
３
回
定
例
会

議
案
審
議

歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
設
置
条
例
の
内
容
は

問

７
月
豪
雨
に
お
い
て
被

害
を
受
け
た
文
化
的
構

築
物
等
へ
の
影
響
は
な
い
か
。

答

復
旧
や
修
復
さ
れ
る
こ

と
を
前
提
に
計
画
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
く
︒

問

長
崎
街
道
の
対
象
範
囲

は
。

答

上
町
踏
切
周
辺
か
ら
秋

光
の
基
山
商
店
付
近
ま

で
を
考
え
て
い
る
︒

問

補
助
率
は
ど
う
な
る

か
。

答

ハ
ー
ド
事
業
は
国
½
で

あ
り
︑
ソ
フ
ト
事
業
や

活
動
団
体
に
対
し
て
は
間
接
補

助
と
し
て
国
⅓
︑
町
⅓
︑
団
体

及
び
受
益
者
⅓
と
な
る
︒

問

秘
密
保
持
義
務
に
関
し

て
、
秘
密
事
項
に
あ
た

る
範
囲
は
。

答

秘
密
の
範
囲
の
整
理
を

行
う
と
と
も
に
︑
傍
聴

者
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
協
議

す
る
︒

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

問

現
在
の
支
援
員
、
補
助

員
の
人
員

人
の
内
訳

26

は
。

答

支
援
員

人
︑
補
助
員

15

人
で
運
営
し
て
い

11

る
︒問

今
回
の
条
例
で
５
年
以

上
従
事
し
た
者
を
対
象

と
し
た
理
由
は
。

答

今
ま
で
の
条
例
で
は
︑

高
等
学
校
卒
業
者
等
に

対
し
２
年
以
上
の
規
定
が
あ
っ

た
が
︑
今
回
中
学
校
卒
業
者
の

方
が
支
援
員
に
な
れ
る
よ
う
要

件
を
緩
和
し
た
︒

一
般
会
計
補
正
予
算

農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

工
事

１
億
５
１
０
０
万
円

問

被
災
者
に
対
し
、
災
害

復
旧
費
の
概
算
金
額
や

補
助
率
の
説
明
は
。

答

総
事
業
費
の
割
合
で
想

定
さ
れ
る
金
額
を
算
定

し
︑
申
請
の
意
思
を
確
認
し
た

う
え
で
︑
測
量
等
に
入
る
よ
う

に
説
明
し
て
い
る
︒

放課後児童支援員の採用要件を緩和

支援員の規定を見直し

厚生産業常任委員会
審査、調査

の担当課

住民課・こども課・健康福祉課

定住促進課・産業振興課・建設課

▲長崎街道（基山商店付近）

所
管
事
務
調
査

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支

援
員
と
の
意
見
交
換

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
教

室
は
各
小
学
校
の
敷
地
内
に

あ
り
︑
設
備
や
備
品
︑
施
設

の
課
題
等
︑
学
校
側
と
の
調

整
が
必
要
不
可
欠
な
こ
と

や
︑
児
童
対
応
の
多
様
化
に

よ
る
支
援
員
の
配
置
や
心
身

的
負
担
等
課
題
が
山
積
し
て

い
る
︒

意
見
交
換
で
は
︑
若
基
小

学
校
内
の
コ
ス
モ
ス
教
室
エ

ア
コ
ン
の
温
度
管
理
の
仕

方
︑
そ
の
他
利
用
児
童
の
対

応
に
つ
い
て
の
問
題
点
や
課

題
等
が
確
認
さ
れ
た
︒

当
委
員
会
と
し
て
は
︑
支

援
員
の
待
遇
改
善
の
た
め
に

様
々
な
調
査
研
究
を
行
う
こ

と
を
提
案
し
た
︒

▲支援員との意見交換
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▲基肄城史跡（水門跡）への町道が崩壊

国民健康保険 特別会計 補正予算

1億690万円を追加 予算総額 21億3751万円

後期高齢者 特別会計 補正予算

2521万円を追加 予算総額 2億5747万円

７月豪雨災害復旧費等の専決処分承認１億3000万円を追加 予算総額77億5557万円

▲取り壊される旧中央公民館

主な歳入 主な歳出

７月豪雨災害の復旧費補助金、基山
保育園等建設に伴う工事費等の交付金

災害復旧費補助金（林道、農地農業用
施設） 4億7961万円

地方創生拠点整備交付金（保育園等建
設） 2億9403万円

町債（災害復旧、保育園等建設）
3億9760万円

旧中央公民館土地・建物・立木売払収
入 1億4208万円

普通交付税 2億6556万円

農地等災害復旧費 4億8948万円
７月豪雨災害の農地、ため池等の農業施設、林道施設等

の復旧工事費等

町道等災害復旧費 1億2928万円
７月豪雨災害の町道崩壊箇所の道路復旧費等

基山保育園等建設事業費 6億4095万円
保育園等の建設に係る設計・工事費等

結婚新生活支援補助金 240万円
基山町結婚新生活支援補助金として住居費用や引越費

用を最大30万円補助

旧中央公民館解体工事 3233万円

７７７７７７７７月月月月月月月月豪豪豪豪豪豪豪豪雨雨雨雨雨雨雨雨災災災災災災災災害害害害害害害害のののののののの復復復復復復復復旧旧旧旧旧旧旧旧費費費費費費費費用用用用用用用用でででででででで７月豪雨災害の復旧費用で
大大大大大大大大幅幅幅幅幅幅幅幅にににににににに膨膨膨膨膨膨膨膨ららららららららむむむむむむむむ大幅に膨らむ

平成30年度 一般会計 補正予算

18億5067万円を追加 予算総額は96億624万円に
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議案30

議案31

議案36

平成30年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）議案37

平成29年度一般会計歳入歳出決算の認定について認定１

平成29年度下水道事業会計決算の認定について認定４

町道の路線の認定について議案33

平成29年度下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について議案34

議 案 名
議案
番号

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について議案32

地方創生拠点整備基金の設置、管理及び処分に関する条例の制定について

歴史まちづくり推進協議会設置条例の制定について

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

専決処分の承認を求めることについて（平成30年度一般会計補正予算（第３号））承認５

平成30年度一般会計補正予算（第４号）議案35

平成30年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

議案29

平成30年 第3回定例会（9月4日∼21日）

賛否が分かれた議案

〇

久
保
山
義
明

〇〇〇

桒

野

久

明

〇〇

●

末

次

明

12

大
久
保
由
美
子

松

石

健

児

●●〇〇〇〇

松

石

信

男

大

山

勝

代

鳥

飼

勝

美

重

松

一

徳

河

野

保

久

賛 否 表

木

村

照

夫

牧

薗

綾

子

〇

1110987654321

〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ●〇

○賛成 ●反対 議長は採決に加わりません。

認定３

認定２

議案
番号

平成29年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の
認定について

議 案 名

平成29年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
の認定について

全議案及び賛否表

全会一致で可決・承認した議案

議長交際費執行状況表（平成30年度７月〜９月）

７／10 被爆73周年原水爆禁止世界大会5,000

411,000

賛 助

2

７／10〜11 広報広聴常任委員会視察研修土産6,000接 遇

20,294

支出の相手方及び行事名等支出金額(円)

累計額(円)

支出種別

累計件数(件)合計額(円)合計件数(件)
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問

明
光
寺
西
側
の
町
道
の
横
を
流
れ

る
用
水
路
に
、
安
全
対
策
の
防
護
柵
を
。

答

農
業
用
水
路
を
兼
ね
て
お
り
︑
防

護
柵
の
設
置
に
向
け
て
関
係
者
と
調
整

し
て
安
全
対
策
に
努
め
て
い
く
︒

受
付
窓
口
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
配
慮
を

問

個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
受

付
カ
ウ
ン
タ
ー
に
仕
切
り
板
︵
間
仕
切
︶

の
設
置
が
で
き
な
い
か
。

答

住
民
課
南
側
の
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー

に
は
仕
切
り
板
を
設
置
し
て
い
る
︒
ま

た
︑
特
に
配
慮
が
必
要
な
方
に
は
相
談

室
で
の
対
応
を
し
て
い
る
︒

問

７
月
６
日
の
大
雨
に
よ
り
町
で
災

害
が
多
発
し
た
が
、
小
・
中
学
校
の
下

校
時
の
対
応
は
。

答

小
学
校
低
学
年
は
︑
職
員
が
付
き

添
い
下
校
し
た
︒
ま
た
︑
基
山
小
学
校

で
は
︑
車
で
の
迎
え
に
対
応
す
る
た
め

校
庭
を
開
放
し
た
︒
中
学
校
は
︑
部
活

動
の
中
止
と
迎
え
の
混
雑
を
避
け
る
た

め
に
時
間
差
で
対
応
し
た
︒

問

県
が
発
令
し
た
大
雨
特
別
警
報

は
、
基
山
保
育
園
の
迎
え
の
時
間
帯

だ
っ
た
が
、
保
護
者
へ
の
対
応
は
。

答

マ
チ
コ
ミ
メ
ー
ル
で
保
護
者
に
注

意
喚
起
と
お
迎
え
情
報
を
発
信
し
た
︒

ま
た
︑
閉
園
時
間
を
早
め
︑
町
民
会
館

へ
移
動
し
て
お
迎
え
を
待
っ
た
︒

問

大
雨
に
よ
り
、
用
水
路
や
側
溝
な

ど
、
再
度
安
全
確
認
の
点
検
を
す
べ
き

で
は
。

答

県
道
町
道
に
隣
接
す
る
農
業
用
水

路
は
︑
点
検
に
よ
り
安
全
確
認
を
し
て

い
く
︒

問

大
雨
で
災
害
が
多
発
し
た
要
因
は

答

２
日
間
の
総
雨
量
等
で
表
層
崩
壊
発
生

大
久
保

由
美
子
議
員

12人が町政を問う
一般質問一般質問一般質問

町議会ホームページ
http://www.town.kiyama.lg.jp/site/gikai/

　一般質問とは、議員が町政について自由に質
問することをいいます。質問する項目は事前に
通告します。時間内であれば、納得がいくまで
何度も質問できる「一問一答方式」を採用してい
ます。
　本議会の様子はYouTube（ユーチューブ）で
試験的に配信しています。視聴方法等は町議会
ホームページをご覧ください。

（傍聴者 延べ83人）

▲防護柵設置で通学路の安全対策を
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問

返
納
者
を
増
や
す
た
め
、
今
後
の

推
進
策
を
述
べ
よ
。

答

高
齢
者
の
事
故
防
止
の
た
め
︑
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
割
引
︑
タ
ク
シ
ー

割
引
制
度
の
上
乗
せ
︑
乗
用
車
に
代
わ

る
電
動
カ
ー
ト
購
入
の
助
成
︑
各
種
ポ

イ
ン
ト
付
与
等
を
検
討
し
て
い
る
︒

問

平
成

年
度
の
町
内

歳
以
上
の

29

65

運
転
免
許
証
保
有
者
数
と
自
主
返
納
者

数
は
。

答

町
の

歳
以
上
の
運
転
免
許
証
保

65

有
者
数
は
３
３
０
０
人
と
な
っ
て
お

り
︑
平
成

年
１
月
か
ら

月
ま
で
の

29

12

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
数
は

人
で

59

あ
る
︒

問

返
納
者
へ
の
支
援
事
業
・
サ
ポ
ー

ト
制
度
に
つ
い
て
、
現
在
何
が
あ
る
か
。

答

町
で
は
︑
運
転
免
許
証
を
自
主
返

納
し
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
を
受
け

る
方
に
対
し
て
︑
そ
の
交
付
手
数
料
の

１
１
０
０
円
の
助
成
を
今
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
︒

問

運
転
経
歴
証
明
書
と
は
何
か
。

答

身
体
機
能
の
低
下
等
に
よ
り
運
転

免
許
証
を
自
主
的
に
返
納
し
た
方
に
︑

運
転
免
許
証
に
代
わ
る
身
分
証
明
書
的

機
能
を
果
た
す
書
類
と
し
て
運
転
経
歴

証
明
書
制
度
が
創
設
さ
れ
た
︒

答

県
開
発
審
査
会
付
議
基
準
第

号
14

で
は
︑
崖
地
近
接
危
険
住
宅
移
転
事
業

に
お
い
て
︑
住
居
移
転
可
能
で
あ
る
︒

問

集
落
単
位
で
は
な
く
、
個
別
案
件

と
し
て
開
発
可
能
か
。

答

個
別
に
実
施
計
画
を
立
て
申
請

し
︑
許
可
さ
れ
れ
ば
開
発
可
能
で
あ
る
︒

問

開
発
審
査
会
に
時
間
が
か
か
る
。

緊
急
の
特
例
審
査
も
可
能
か
。

答

通
常
３
か
月
程
度
か
か
る
が
︑
特

例
と
し
て
の
お
願
い
は
し
た
い
︒
ま

た
︑
災
害
被
災
者
に
つ
い
て
も
明
記
す

る
よ
う
要
望
し
た
い
︒

問

空
き
家
に
隣
接
す
る
農
地
は
、
耕

作
証
明
者
の
み
が
取
得
可
能
で
あ
る

が
、
今
後
の
市
街
化
調
整
区
域
内
空
き

家
対
策
と
し
て
一
定
の
条
件
を
満
た
せ

ば
取
得
で
き
る
条
例
等
の
改
正
を
。

答

空
き
家
に
付
随
す
る
農
地
に
つ
い

て
大
幅
な
条
件
見
直
し
の
自
治
体
も
あ

る
︒
参
考
に
し
な
が
ら
農
業
委
員
会
と

協
議
を
行
っ
て
い
く
︒

問

移
住
相
談
の
際
に
静
か
で
家
庭
菜

園
等
が
で
き
る
農
地
付
き
空
き
家
の
希

望
も
あ
る
と
思
う
。
所
有
者
、
移
住
者

そ
し
て
農
地
が
荒
れ
な
い
メ
リ
ッ
ト
も

あ
る
と
思
う
。
い
つ
ま
で
に
で
き
る

か
。

答

そ
う
い
っ
た
移
住
相
談
も
あ
る
︒

い
つ
ま
で
に
と
は
言
え
な
い
が
︑
早
い

段
階
で
協
議
し
た
い
︒

問

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
及
び
災

害
被
災
者
に
関
し
て
、
市
街
化
調
整
区

域
内
で
も
移
転
可
能
と
す
る
条
例
の
制

定
を
。

問

農
地
付
き
空
き
家
、
条
件
特
例
を

答

前
例
あ
る
︒
農
業
委
員
会
と
協
議
す
る

久
保
山

義

明
議
員

▲農地付き空き家の解消を

▲電動カートに乗る免許証返納者

問

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
策
は

答

電
動
カ
ー
ト
購
入
の
助
成
等
を
検
討
中

木

村

照

夫
議
員
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問

の
り
面
が
崩
壊
し
た
亀
の
甲
た
め

池
は
原
形
復
旧
か
改
修
か
。

答

水
利
組
合
や
地
権
者
と
協
議
す
る

必
要
が
あ
る
が
︑
今
後
の
災
害
の
リ
ス

ク
を
最
小
限
に
す
る
改
良
が
重
要
と
考

え
て
い
る
︒

問

た
め
池
の
管
理
者
が
運
用
の
廃
止

を
決
定
し
た
場
合
は
、
ど
の
よ
う
に
対

処
す
る
の
か
。

答

町
に
移
管
し
て
も
ら
い
︑
町
で
管

理
し
て
い
く
︒

問

梅
雨
時
期
で
も
鯉
の
養
殖
の
た
め

に
高
水
位
で
管
理
さ
れ
て
い
る
。
非
常

に
危
険
な
状
況
と
い
え
、
養
殖
は
廃
止

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答

町
に
移
管
す
る
た
め
の
条
件
と
し

て
鯉
の
養
殖
を
廃
止
し
て
も
ら
う
︒

問

築
造
当
時
に
比
べ
田
畑
の
耕
作
面

積
が
減
少
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

改
良
す
る
た
め
池
の
貯
水
量
は
減
少
で

き
る
の
で
は
。

答

町
と
し
て
も
そ
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
︒

問

た
め
池
の
上
流
域
で
は
土
石
流
特

別
警
戒
区
域
も
あ
り
、
決
壊
の
リ
ス
ク

は
高
い
。
下
流
域
の
町
民
の
方
の
洪
水

時
の
通
学
路
や
避
難
経
路
を
正
し
く
設

定
す
る
た
め
に
﹁
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
﹂
を
整
備
す
る
必
要
は
な
い
か
。

答

ま
ず
は
︑
た
め
池
の
改
良
を
行
い
︑

安
全
性
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
る
︒
も
し
改
良
に
時
間
が
か
か
る

よ
う
で
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
︒

問

亀
の
甲
た
め
池
は
原
形
復
旧
か

答

被
害
を
最
小
限
に
す
る
改
良
を
考
え
る

桒

野

久

明
議
員

え
て
き
た
の
で
︑
３
人
体
制
で
見
守
っ

て
い
る
︒

各
行
政
区
公
民
館
の
支
援
策
は

問

町
が
推
進
す
る
介
護
予
防
事
業
通

い
の
場
等
、
公
民
館
で
の
活
動
が
活
発

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
充
実
の
た

め
の
支
援
策
は
何
か
。

答

今
年
か
ら
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
等

補
助
金
︵
通
い
の
場
︶
を
創
設
し
た
︒

各
区
か
ら
の
申
請
で
︑
①
立
ち
上
げ
補

助
と
し
て
上
限

万
円
︵
初
年
度
︶︒

10

②
運
営
費
補
助
と
し
て
上
限

万
円

10

︵
翌
年
以
降
︶
を
支
給
す
る
︒

問

利
用
者
の
増
加
で
基
山
小
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
ひ
ま
わ
り
教
室
は
Ｃ
教
室

が
増
設
さ
れ
た
。
対
し
て
若
基
小
コ
ス

モ
ス
教
室
は
、
運
動
場
や
駐
車
場
か
ら

も
遠
い
、
出
入
り
口
が
狭
い
、
支
援
員

の
目
が
ト
イ
レ
に
届
き
に
く
い
、
Ａ
教

室
と
Ｂ
教
室
の
行
き
来
が
で
き
な
い

等
、
利
便
性
の
問
題
が
見
受
け
ら
れ
る
。

今
後
ど
う
改
善
に
取
り
組
む
の
か
。

答

支
援
員
の
方
の
意
見
や
要
望
も
聞

い
て
︑
優
先
順
位
を
付
け
て
施
設
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
た
い
︒

問

エ
ア
コ
ン
設
備
等
電
気
を
使
用
す

る
時
の
不
具
合
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
改
善
で
き
な
い
か
。

答

コ
ス
モ
ス
教
室
の
利
便
性
を
図
る

た
め
︑
若
基
小
学
校
全
体
か
ら
電
気
系

統
を
分
離
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
︒

問

今
年
は
コ
ス
モ
ス
Ａ
教
室
で

人
40

が
利
用
し
て
い
る
。
２
人
の
支
援
員
で

は
負
担
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。

答

集
団
に
な
じ
み
に
く
い
児
童
も
増

問

コ
ス
モ
ス
教
室
の
施
設
設
備
改
善
を

答

優
先
順
位
を
付
け
改
善
を
図
っ
て
い
く

大

山

勝

代
議
員

▲亀の甲ため池ののり面崩壊

▲夏休みのコスモス教室の様子
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に
細
か
く
指
示
し
︑
負
担
に
な
ら
な
い

よ
う
配
慮
し
て
い
る
︒

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

問

公
民
館
活
動
を
は
じ
め
、
地
域
活

動
の
実
態
や
ニ
ー
ズ
の
把
握
及
び
課
題

整
理
に
取
り
組
む
と
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答

地
域
活
動
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
３
人
が
均
等
に
担
当
区
を
決
め
︑

地
域
に
飛
び
込
み
︑
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
間
で
内
容
の
共
有
を
図
っ
て
い

る
︒

問

町
内
の
小
学
生
が
通
学
時
に
背
負

う
ラ
ン
ド
セ
ル
の
重
さ
と
、
持
参
す
る

物
の
平
均
的
な
重
さ
は
。

答

教
科
書
を
入
れ
た
ラ
ン
ド
セ
ル

で
︑
低
学
年
で
３
㎏
～
３
・
５
㎏
︒
高

学
年
で
３
・
５
㎏
～
４
㎏
︒
他
に
月
曜

日
の
持
参
物
に
︑
上
履
き
・
体
操
服
・

エ
プ
ロ
ン
等
で
１
㎏
︒
夏
場
の
水
筒

は
︑
２
㎏
程
度
に
な
る
︒

問

基
山
中
学
校
で
の
通
学
時
の
か
ば

ん
の
重
さ
、
補
助
バ
ッ
グ
、
部
活
動
等

で
の
学
校
に
持
参
す
る
物
の
重
さ
は
。

答

学
習
用
具
の
み
で
多
い
時
に
５
㎏

程
度
︒
部
活
動
の
用
具
は
差
が
あ
る

が
︑
５
０
０
ｇ
～
２
㎏
程
度
︒

問

小
学
校
・
中
学
校
で
は
置
き
勉
禁

止
か
。
理
由
が
あ
れ
ば
説
明
を
。

答

現
在
︑
町
で
は
禁
止
し
て
い
な
い
︒

予
習
・
復
習
等
の
家
庭
学
習
で
使
う
教

科
書
等
に
つ
い
て
は
持
ち
帰
る
が
︑
学

校
に
置
い
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
教
科

書
・
学
習
道
具
に
つ
い
て
は
児
童
生
徒

問

小
中
学
校
で
の
置
き
勉
禁
止
の
理
由
は

答

基
山
町
に
お
い
て
は
禁
止
し
て
い
な
い

牧

薗

綾

子
議
員

り
︑
１
・
９
％
で
達
し
て
い
な
い
︒

問

今
後
、
ど
う
す
る
の
か
。

答

障
が
い
者
採
用
枠
を
設
け
た
い
︒

問

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
利
用
拡
大
が

で
き
な
い
か
。

答

他
市
町
の
状
況
も
調
査
を
行
い
︑

検
討
し
た
い
︒

問

障
が
い
者
活
動
団
体
へ
の
支
援
の

拡
充
は
で
き
な
い
か
。

答

活
動
団
体
の
意
見
を
聞
き
︑
総
合

的
観
点
か
ら
支
援
を
進
め
た
い
︒

問

下
校
時
の
繰
上
げ
は
、
誰
が
判
断

し
た
の
か
。

答

各
学
校
の
校
長
が
判
断
し
た
︒

問

Ｐ
Ｔ
Ａ
地
区
懇
談
会
に
参
加
さ
れ

た
先
生
か
ら
は
、
教
育
委
員
会
の
判
断

を
聞
く
た
め
下
校
が
遅
れ
た
と
言
わ
れ

た
。
校
長
に
再
度
確
認
・
調
査
を
。

答

校
長
に
確
認
を
行
う
︒

問

今
後
の
課
題
は
。

答

休
校
の
判
断
基
準
を
従
来
よ
り
厳

し
く
行
い
︑
下
校
は
保
護
者
に
明
確
な

情
報
や
指
示
を
出
す
よ
う
に
し
た
い
︒

障
が
い
者
︵
児
︶
の
支
援
策
は

問

町
行
政
機
関
に
お
け
る
障
が
い
者

雇
用
数
は
。

答

３
人
︵
正
規
職
員
２
人
︑
嘱
託
職

員
１
人
︶
を
雇
用
し
て
い
る
︒

問

国
が
定
め
て
い
る
法
定
雇
用
率

︵
２
・
５
％
︶
に
達
し
て
い
る
の
か
。

答

職
員
数
の
カ
ウ
ン
ト
に
誤
り
が
あ

問

災
害
時
通
学
で
、
今
後
の
課
題
は

答

休
校
の
判
断
基
準
を
従
来
よ
り
厳
し
く

重

松

一

徳
議
員

▲通学時荷物の一例（約４㎏）

▲元気に通学する子ども達
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問

大
綱
策
定
の
た
め
の
会
議
の
よ
う

に
感
じ
て
い
る
が
。

答

今
後
は
種
々
の
課
題
に
つ
い
て
︑

協
議
の
場
と
し
て
い
き
た
い
︒

平
成

年
７
月
豪
雨
災
害
に
何
を
学
ん
だ
の
か

30

問

今
回
の
災
害
か
ら
何
を
学
ん
だ
と

考
え
る
か
。
反
省
点
も
あ
れ
ば
示
せ
。

答

避
難
所
の
設
置
時
期
︑
避
難
勧
告

等
の
判
断
は
で
き
た
︒
連
絡
体
制
の
構

築
・
避
難
訓
練
の
実
施
が
必
要
︒

問

平
成

年
度
に
お
い
て
、
最
重
点

30

項
目
と
す
る
教
育
施
策
は
何
か
。

答

学
校
教
育
の
中
で
の
学
力
の
向
上

と
︑
家
庭
と
も
連
携
し
な
が
ら
家
庭
学

習
の
充
実
を
図
る
こ
と
︒

問

昨
年
度
も
同
じ
目
標
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
理
由
は
。

答

学
習
に
対
す
る
意
識
や
学
力
に
つ

い
て
は
少
し
ず
つ
向
上
の
傾
向
に
あ
る

が
︑
ま
だ
取
り
組
む
余
地
が
あ
る
と
考

え
る
︒
補
充
学
習
を
基
盤
と
し
た
個
に

対
応
し
た
指
導
の
更
な
る
充
実
が
必
要

で
あ
る
と
思
う
︒

問

平
成

年
度
に
設
置
し
た
総
合
教

27

育
会
議
の
目
的
は
。

答

教
育
大
綱
の
策
定
・
変
更
に
関
す

る
協
議
を
は
じ
め
︑
教
育
の
条
件
整
備

な
ど
重
点
的
に
講
ず
べ
き
施
策
や
措
置

に
つ
い
て
︑
効
果
的
に
教
育
行
政
を
推

進
し
て
い
く
た
め
に
︑
町
長
と
教
育
委

員
会
が
協
議
及
び
事
務
の
調
整
を
行
う

場
所
と
し
て
設
置
し
て
い
る
︒ 問

教
育
施
策
の
最
重
点
項
目
は

答

学
校
教
育
の
中
で
の
学
力
向
上

河

野

保

久
議
員

答

全
壊
世
帯
は
解
体
等
に
支
援
金
を

支
給
︒
土
砂
は
道
路
ま
で
出
せ
ば
町
が

撤
去
す
る
︒
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
は
½

補
助
︑
水
路
は
農
林
災
害
等
の
国
の
制

度
で
年
度
内
復
旧
を
め
ざ
す
︒

問

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
配

布
さ
れ
て
い
る
が
、
生
か
さ
れ
た
の
か
。

答

避
難
に
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
︒

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
今
年
度
改
訂
し
︑

全
戸
に
配
布
し
周
知
す
る
︒

国
保
税
・
一
部
負
担
金
減
免
制
度
の
周
知
徹
底
を

問

国
保
に
は
災
害
や
失
業
、
倒
産
、

病
気
等
の
所
得
減
少
で
、
申
請
す
れ
ば

国
保
税
や
窓
口
医
療
費
一
部
負
担
金
の

減
免
が
で
き
る
が
周
知
が
不
十
分
だ
。

国
保
だ
よ
り
や
広
報
掲
載
を
求
め
る
。

答

国
保
税
の
減
免
は
納
税
通
知
書
に

同
封
し
周
知
し
て
い
る
︒
一
部
負
担
金

の
減
免
は
把
握
可
能
な
方
に
は
説
明
す

る
︒
国
保
だ
よ
り
掲
載
は
県
に
伝
え
︑

広
報
き
や
ま
掲
載
は
考
え
る
︒
豪
雨
被

災
者
の
該
当
者
に
は
連
絡
す
る
︒

問

７
月
の
西
日
本
豪
雨
で
大
雨
特
別

警
報
が
発
表
さ
れ
、
町
は
避
難
勧
告
、

避
難
指
示
を
発
令
し
た
が
、
避
難
者
が

３
２
７
人
で
少
な
い
。﹁
本
当
に
危
な

い
人
﹂
に
ど
う
伝
え
る
か
。

答

災
害
弱
者
等
に
き
め
細
か
な
連
絡

体
制
を
構
築
す
る
︒
防
災
講
演
会
を
開

催
し
︑
避
難
訓
練
は
検
討
す
る
︒

問

全
壊
世
帯
や
宅
地
内
の
土
砂
撤

去
、
農
地
被
害
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
防
止

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
の
支
援
、
河
川
・

水
路
の
護
岸
整
備
の
対
応
は
。

松

石

信

男
議
員

問

実
際
の
避
難
住
民
は
２
％

答

き
め
細
か
い
連
絡
体
制
を
作
る

▲西日本豪雨で被災した家

▲7/7朝 けやき台駅の調整池の状況
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し
︑
訪
問
指
導
を
実
施
す
る
︒

定
住
促
進
・
人
口
増
に
つ
い
て

問

町
内
人
口
は
依
然
減
少
傾
向
で
あ

る
。
２
０
２
５
年
の
１
万
８
０
０
０
人

と
い
う
目
標
値
は
達
成
で
き
る
の
か
。

答

死
亡
等
に
よ
る
人
口
の
自
然
減
も

影
響
し
て
い
る
が
︑
移
住
に
よ
る
社
会

増
も
拡
大
し
て
い
る
︒
今
後
も
そ
の
人

口
を
目
標
値
と
し
て
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
く
︒

問

平
成

年
度
国
民
健
康
保
険
被
保

29

険
者
の
特
定
健
診
受
診
率
は
。

答

・
７
％
で
前
年
度
比
３
・

％

49

54

伸
び
て
い
る
︒

問

健
診
の
非
受
診
者
よ
り
、
受
診
者

の
方
が
医
療
費
が
低
い
こ
と
が
統
計
上

明
確
で
あ
る
。
今
後
の
社
会
保
障
費
負

担
増
を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、
受
診
者

率
を
更
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

答

健
康
ポ
イ
ン
ト
等
を
有
効
に
活
用

し
促
進
し
て
い
け
ば
︑
近
い
う
ち
に
国

が
示
す
目
標
受
診
率

％
を
達
成
で
き

60

る
も
の
と
考
え
て
い
る
︒

問

後
期
高
齢
者
医
療
費
抑
制
へ
の
具

体
的
な
取
組
は
。

答

運
動
機
能
の
低
下
に
つ
な
が
る
低

栄
養
対
策
と
し
て
︑
ア
ル
ブ
ミ
ン
値
検

査
を
基
に
低
栄
養
指
導
を
実
施
す
る
︒

ま
た
︑
脳
血
管
疾
患
予
防
の
た
め
︑
重

症
度
の
高
い
高
血
圧
で
医
療
機
関
へ
の

受
診
履
歴
が
な
い
被
保
険
者
を
対
象
と

松

石

健

児
議
員

問

国
保
の
特
定
健
診
率
向
上
へ
の
意
欲
は

答

近
い
う
ち
に

％
を
達
成
さ
せ
る

60

▲通いの場でも健康増進

あ
る
。
住
宅
、
農
地
等
に
公
の
支
援
が

ど
こ
ま
で
あ
る
か
分
か
り
に
く
い
。
ど

の
よ
う
に
説
明
を
し
て
い
く
の
か
。
相

談
窓
口
も
役
場
一
階
に
一
本
化
を
。

答

被
災
場
所
や
状
況
で
対
象
事
業
も

異
な
る
︒
被
害
が
大
き
い
地
区
や
要
請

が
あ
っ
た
区
で
の
説
明
会
︑
生
産
組
合

代
表
者
会
議
等
を
実
施
し
て
い
る
︒

問

豪
雨
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
を
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
。
予
定
は
。

答

今
年
の

月
に
実
施
し
た
い
︒

11

問

７
月
６
日
豪
雨
当
日
の
避
難
情
報

発
令
は
、
適
正
に
行
わ
れ
た
か
。
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
存
在
し
、
機
能
し
た
か
。

答

気
象
情
報
や
町
内
の
状
況
を
確
認

し
総
合
的
に
判
断
し
て
︑
マ
ニ
ュ
ア
ル

ど
お
り
に
行
っ
た
︒
今
後
は
︑
気
象
台

予
報
官
に
確
認
を
行
う
等
︑
こ
れ
ま
で

の
経
験
に
固
執
す
る
こ
と
な
く
︑
客
観

的
に
判
断
し
速
や
か
に
行
い
た
い
︒

問

危
険
区
域
の
住
民
の
安
否
確
認
と

避
難
誘
導
の
対
応
策
は
十
分
機
能
し
た

か
。
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た

り
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
切
迫
感
を
持

た
せ
て
は
ど
う
か
。

答

今
回
の
避
難
誘
導
で
十
分
で
な

か
っ
た
点
も
あ
る
︒
今
後
︑
避
難
し
な

い
住
民
の
誘
導
︑
安
否
確
認
等
︑
実
効

性
が
あ
り
十
分
な
機
能
を
果
た
し
た

い
︒
き
め
細
か
な
個
別
計
画
を
作
成

し
︑
サ
イ
レ
ン
の
使
用
も
実
施
す
る
︒

問

被
災
し
た
町
民
の
不
安
の
ひ
と
つ

に
、
復
旧
に
係
る
費
用
の
個
人
負
担
が

問

豪
雨
災
害
か
ら
住
民
の
生
命
を
ど
う
守
る

答

早
め
の
避
難
の
呼
び
か
け
を
徹
底

末

次

明
議
員

▲被災翌日には復旧活動開始
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タ
ブ
レ
ッ
ト
議
会
に
つ
い
て

問

議
会
関
連
資
料
等
を
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
し
︑
事
務
の
効
率
化
︑
経
費
の
削

減
等
を
図
る
た
め
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
議
会

の
導
入
が
必
要
と
考
え
る
が
︑
町
長
の

見
解
は
︒

答

議
会
関
連
資
料
等
を
電
子
化
す
る

こ
と
に
よ
り
︑
業
務
の
効
率
化
等
は
図

ら
れ
る
と
思
う
が
︑
町
執
行
部
へ
の
導

入
に
つ
い
て
は
︑
現
時
点
で
は
考
え
て

い
な
い
︒

問

７
月
の
豪
雨
に
よ
り
、
亀
の
甲
た

め
池
の
の
り
面
が
一
部
崩
落
し
た
が
、

そ
の
原
因
は
。

答

大
学
の
専
門
家
等
に
よ
る
調
査
に

よ
る
と
︑
豪
雨
に
よ
り
降
雨
が
法
面
に

浸
透
し
て
一
部
崩
落
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
︒

問

今
後
の
復
旧
工
事
は
ど
の
よ
う
に

実
施
し
て
い
く
の
か
。

答

現
在
︑
応
急
仮
工
事
は
完
了
し
て

い
る
︒
今
後
︑
復
旧
工
事
と
改
良
工
事

を
検
討
し
て
い
く
︒

問

た
め
池
は
水
利
組
合
の
所
有
で
あ

る
が
、
組
合
員
の
減
少
、
耕
作
面
積
の

大
幅
な
減
少
に
よ
り
水
利
組
合
で
の
管

理
が
限
界
に
来
て
い
る
。
町
に
所
有
権

を
移
譲
で
き
な
い
か
。

答

所
有
権
を
水
利
組
合
か
ら
町
に
移

譲
し
︑
町
が
管
理
す
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
︒
今
後
︑
各
水
利
組
合
員
の
利
水

量
を
調
査
し
︑
必
要
水
量
の
確
保
に
つ

い
て
水
利
組
合
と
協
議
し
て
い
く
︒

問

亀
の
甲
た
め
池
は
、
町
の
管
理
で

答
今
後
︑
所
有
権
の
移
譲
も
含
め
検
討
す
る

鳥

飼

勝

美
議
員

▲復旧が待たれる亀の甲ため池

意見書等の結果

今回のオスプレイ受け入れ容認は、公害防止協定の完全な無視であ
り、佐賀県知事による一方的な協定破棄の暴挙である。佐賀県知事に
対して強く抗議し、「合意」撤回を求めるものである。「公害防止協定」
を守り、安全で静かな有明海と佐賀県の空を守るよう強く求めるもの
である。

佐賀空港の自衛
隊オスプレイの
受け入れ容認に
反対する意見書

採択
(全員賛成）

１．増大する地方自治体の財政需要に見合う一般財源総額の確保を図るこ
と。

２．社会保障予算の確保と地方財政措置を的確に行うこと。
３．地方交付税における「トップランナー方式」の廃止・縮小を含めた検討

を行うこと。
４．公共施設の耐震化や緊急防災・減災事業の対象事業の拡充と十分な期間

の確保を行うこと。また、地方交付税算定のあり方を引き続き検討する
こと。

５．地域間の財源遍在性の是正のため、抜本的な解決策の協議を進めること。
６．地方交付税の財政保障機能・財政調整機能の強化、対象国税４税に対す

る法定率の引き上げを行うこと。
７．自治体の基金残高を、地方財政計画や地方交付税に反映させないこと。

地方財政の充
実・強化を求め
る意見書

全議員
に配布

臓器移植を国民にとって安全で身近なものとして定着させるため、早
急な対策が必要である。基山町議会から国へ、臓器移植の環境整備を
求める意見書の提出を求める。

臓器移植の環境
整備を求める意
見書の採択を求
める陳情書

意

見

書

陳
情
書

内 容（概略）件 名 結 果区 分

採択
(全員賛成）

１．国土交通省より通知された「アクションプランに基づく下水道未普及対
策事業」、「下水道事業計画に基づく雨水対策事業」等への予算配分の重
点化の方針について、抜本的見直しを強く求める。

２．住民生活の維持や下水道の公共的役割に対する国の責務の観点から、下
水道施設の改築に対する国費支援を継続することを強く求める。

下水道施設の改
築への国費支援
の継続に関する
意見書

不採択
(賛成少数）

基山町の公益に関する事柄について、国会や関係行政庁に対して議会の議決に
基づき意見書を提出することができます。詳しくは事務局にお尋ねください。
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2億2036万円 2億1600万円

23億3799万円 21億9412万円

歳 入 歳 出

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療 436万円

1億4387万円

差 引 額

平成29年度 特別会計決算・下水道事業会計決算

●町民一人当たりのお金（一般会計） 45万9177円
平成30年3月31日現在の人口1万7314人で計算

平成29年度一般会計決算・実質収支

歳入総額81億1400万円・歳出総額79億5000万円

歳入・歳出差引額（形式収支額）は、1億6400万円の黒字で、翌年度に繰り越すべき財源（繰越

明許費）2300万円を差し引いた実質収支額は、1億4100万円となった。

また、町債残高62億1700万円、基金残高23億4900万円となり、自主財源構成比54.2％（前年度

56.0％）となっている。

3億9820万円 3億7929万円

収 益 費 用

下 水 道 事 業 会 計 1891万円

純 利 益

児童、高齢者、障が

い者の福祉の推進等

13万3686円

民 生 費

これまでの施設整備

などで借りたお金の

返済分と支払利子の

合計

3万3693円

公 債 費

総務管理、財産管理、

地域振興、税務事務

等

12万266円

総 務 費

ゴミ、し尿の処理や

健康増進事業等

3万4115円

衛 生 費

道路、公園、公営住

宅の整備等

3万1841円

土 木 費

学校の管理運営や施

設整備、生涯学習の

推進等

6万3743円

教 育 費

消防活動や救急業務

等

1万4701円

消 防 費

議員報酬や議会運営

等

6107円

議 会 費

農業、林業、商工、畜

産業等の振興

1万8495円

農林商工費

災害復旧、その他の

支出

2530円

そ の 他
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老人憩の家を改修し、多世代交流センターを開設

問 老人憩の家の改修に地方創生拠点整備交

付金を活用できたが、交付条件の各事業

は進んでいるか。

答 着手できていないが、目標として今後行っ

ていく。

問 浴室の使い勝手はどうなったのか。

答 男女別々のスペースは一つになり、以前

の約1.5倍になり、良くなった。

一般会計の実質収支

問 決算額が前年度に比べ20％増となってい

るが、その理由は。

答 ハード事業（老人憩の家・合宿所等）で、

建設や改修を行った。ふるさと応援寄附

金も増加し、財政規模が膨らんだため。

主要な施策の成果説明（民生費）

問 ようこそ井戸端会議へ、ピカピカの一年

生の各事業の取組を継続するのか。

答 地方創生推進交付金事業が３年目にあた

る平成30年度で終了する。その後、事業

内容を整理し、継続するかを検討する。

個人町民税

問 納税義務者の業態を見ると、その他(年金)

が前年度に比べ大きく増えている。税額

がマイナスとなっているが、その理由は。

答 年金受給者が増加し、その年金者の税の

控除が大きいため。

国民健康保険特別会計

問 今後の税率の見直しは。

答 県単位化による各市町の税率の差を10年

を目途に統一していくところで話し合い

を行っている。平成30年度の決算が出な

いと判断できないが、県全体の医療給付

費は増加傾向にある。

事業評価説明

地方公会計制度統一基準業務委託料

問 現状と今後の基山町をどう分析するのか。

答 昨年度からのスタートであり、資料が出

揃い次第比較検討を行う。

農産物加工施設基本設計業務委託料

問 施設設計の進捗状況は。

答 平成30年度から34年度までの北園部地区

地域活性化計画の中で、事業主体予定者

から高齢化を理由に良い回答を得ていな

い。計画の取下げも考えている。

決 算 特 別 委 員 会 審 査（平成29年度決算）

▲増設スペースの新しい遊具
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代
表
監
査
委
員

過
能

義
隆

監
査
委
員

末
次

明

町
の
財
政
運
営

平
成

年
度
一
般
会
計
収
支
は
歳
入

29

81

億
１
４
０
０
万
円
︑
歳
出

億
５
０
０
０

79

万
円
で
形
式
収
支
は
１
億
６
４
０
０
万
円

の
黒
字
︑
こ
れ
か
ら
翌
年
度
に
繰
越
す
べ

き
財
源
２
３
０
０
万
円
を
差
し
引
い
た
実

質
収
支
で
１
億
４
１
０
０
万
円
の
黒
字
と

な
っ
て
い
る
︒

歳
入
面
は
働
き
盛
り
世
代
の
縮
小
に
よ

る
税
収
減
が
予
想
さ
れ
︑
歳
出
面
は
社
会

保
障
関
係
費
や
公
共
施
設
の
老
朽
化
に
対

応
す
る
経
費
︑
自
然
災
害
に
関
す
る
経
費

の
増
加
が
予
想
さ
れ
︑
自
主
財
源
確
保
が

課
題
と
な
る
︒

特
別
会
計
の
収
支
状
況

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
・
後
期
高
齢

者
特
別
会
計
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ

も
あ
り
黒
字
を
確
保
し
て
い
る
が
︑
財
政

運
営
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
︒
国

保
税
の
収
入
未
済
額
が
３
６
０
０
万
円
あ

り
︑
一
層
の
収
入
率
向
上
に
努
め
る
こ
と
︒

不
測
の
事
態
に
備
え
て

財
政
調
整
基
金
残
高
は
前
年
度
よ
り
２

８
０
０
万
円
多
い
５
億
９
０
０
０
万
円
と

な
っ
た
︒
平
成

年
度
で
は
︑
積
立
残
高

28

の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
は

・
14

３
％
と
な
っ
て
お
り
佐
賀
県
平
均
値

・
21

９
％
に
比
べ
る
と
︑
低
い
割
合
に
な
っ
て

い
る
︒
日
頃
か
ら
不
測
の
事
態
に
備
え
︑

目
標
値
を
定
め
積
立
金
残
高
を
増
や
し
て

お
く
こ
と
︒

減
債
基
金
残
高
は
３
９
０
０
万
円
と
６

年
連
続
で
減
少
し
て
い
る
た
め
︑
基
金
の

計
画
的
な
積
立
て
を
検
討
す
る
時
期
に
来

て
い
る
︒

町
債
残
高
縮
減
姿
勢
を
堅
持

平
成

年
度
末
町
債
残
高
は
前
年
度
よ

29

り
２
億
４
３
０
０
万
円
増
加
し
︑

億
１

62

７
０
０
万
円
と
な
っ
た
︒
町
民
一
人
当
た

り
に
換
算
す
る
と
約

万
円
で
あ
る
︒
今

36

後
と
も
町
債
残
高
縮
減
の
姿
勢
を
堅
持

し
︑
将
来
世
代
に
過
度
な
負
担
を
か
け
な

い
よ
う
︑
引
き
続
き
中
長
期
的
な
町
債
残

高
の
縮
減
に
努
め
る
こ
と
︒

収
入
未
済
額
の
縮
減
を

町
税
の
収
入
未
済
額
︵
滞
納
︶
は
３
３

６
３
万
円
で
前
年
度
よ
り
８
８
９
万
円
減

少
︑
保
育
料
の
収
入
未
済
額
は
１
９
２
万

円
で
前
年
度
よ
り

万
円
減
少
し
て
い
る

11

が
︑
住
宅
使
用
料
の
収
入
未
済
額
は
未
納

期
間
が
相
当
経
過
し
て
い
る
も
の
も
あ

り
︑
４
５
０
万
円
で
前
年
よ
り

万
円
増

22

加
し
て
い
る
︒
債
権
の
管
理
の
徹
底
を
図

り
︑
収
入
未
済
額
の
縮
減
対
策
に
努
め
る

こ
と
︒

的
確
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

自
主
財
源
比
率
は

・
２
％
と
な
っ
て

54

い
る
︒
今
後
と
も
基
金
の
有
効
活
用
︑
借

入
金
縮
減
︑
事
務
の
効
率
的
な
執
行
に
よ

る
歳
出
削
減
︑
抑
制
に
努
め
︑
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
︒

下
水
道
事
業
運
営
は
慎
重
に

下
水
道
事
業
は
１
９
０
０
万
円
の
純
利

益
を
計
上
し
て
い
る
が
︑
営
業
収
益
は
総

収
益
の

・
７
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
︒

41

人
口
が
伸
び
悩
む
中
︑
下
水
道
収
入
の
増

加
は
大
き
く
期
待
で
き
ず
︑
施
設
整
備
︑

維
持
管
理
に
多
額
の
費
用
を
要
す
る
状
況

に
あ
る
︒
収
支
不
足
を
解
消
す
る
た
め
︑

適
正
な
下
水
道
使
用
料
の
検
討
を
行
う
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
︒

決
算
審
査
意
見
書

平
成

年
７
月

日
～

日
視
察

30

10

11

議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
良

賞
受
賞
の
実
績

長
崎
県
小
値
賀
町

人
口
約
２
５
０
０
人
の
町
で
︑
現
在
１

０
３
号
を
発
刊
し
︑
平
成

年
優
良
賞
第

28

７
位
の
実
績
を
持
つ
︒
大
き
な
特
徴
と
し

て
︑
一
般
質
問
の
掲
載
記
事
は
︑
基
山
町

で
は
質
問
者
自
ら
が
書
い
て
い
る
が
︑
小

値
賀
町
で
は
︑
質
問
者
の
主
観
を
入
れ
な

い
よ
う
担
当
を
決
め
広
報
委
員
が
書
い
て

い
る
︒
発
刊
ま
で
の
期
間
を
短
縮
で
き
る

が
︑
内
容
に
つ
い
て
責
任
を
持
て
る
か
等
︑

今
後
検
討
す
る
余
地
は
あ
る
と
考
え
る
︒

議
会
だ
よ
り
は
１
０
５
号
を
発
刊

福
岡
県
那
珂
川
町

特
徴
と
し
て
︑
議
員
間
で
の
提
出
期
日

を
守
る
こ
と
を
徹
底
し
て
お
り
︑
議
案
審

議
の
内
容
を
︑
説
明
文
を
入
れ
た
写
真
と

タ
イ
ト
ル
で
ま
と
め
て
い
る
︒
基
山
町
で

は
︑
何
を
問
題
と
し
て
議
論
し
た
か
を
問

答
形
式
で
掲
載
し
て
お
り
︑
写
真
の
量
は

比
較
す
る
と
少
な
い
︒
掲
載
記
事
の
焦
点

の
当
て
方
を
工
夫
し
︑
さ
ら
に
読
み
や
す

く
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
︒

わ
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
目

指
し
て

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
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委

員

長
牧
薗

綾
子

副
委
員
長

松
石

健
児

委

員
木
村

照
夫

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委

員
桒
野

久
明

委

員
末
次

明

委

員
大
久
保
由
美
子

編編編編編

集集集集集

後後後後後

記記記記記

編

集

後

記

秋
分
を
む
か
え

御
神
幸
祭
も
終
わ
り
、
猛
暑
も
陰
に
か

く
れ
た
。
冷
房
続
き
だ
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の

家
の
窓
も
、
風
通
し
を
良
く
す
る
た
め
か
、

網
戸
に
変
わ
り
、
そ
こ
か
ら
、
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
や
旬
の
秋
刀
魚
を
焼
い
た
香
り
と
と

も
に
、
明
る
い
だ
ん
ら
ん
の
声
が
聞
こ
え

て
く
る
。

人
間
は
自
然
と
と
も
に
生
き
て
い
る
。

時
に
は
そ
の
恵
み
を
受
け
、
美
し
い
風
景

に
魅
了
さ
れ
る
。
だ
が
自
然
の
振
る
舞
い

は
、
時
に
災
い
と
な
っ
て
私
た
ち
の
前
に

訪
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
大
い
な
る
自
然
の

振
る
舞
い
の
中
で
で
き
る
こ
と
は
、
そ
の

状
況
下
で
最
善
を
尽
く
す
こ
と
だ
け
だ
。

非
常
時
に
は
、
日
常
の
感
覚
を
一
旦
打
ち

破
り
、
安
全
な
場
所
へ
の
避
難
を
実
行
し

て
欲
し
い
。
再
び
家
族
と
の
明
る
い
だ
ん

ら
ん
を
む
か
え
る
た
め
に
。(

松
石

健
児
)

平成30年第４回基山町議会定例会会期日程(案)

一般質問（４人）本会議火4

開会時間

会期決定・提案理由説明等本会議月3

12

備 考議事内容曜日月

総務文教常任委員会

議案審議、委員会付託本会議金7

委員会

一般質問（４人）本会議木6

火

一般質問（４人）本会議水5

11

９時30分

９時30分

厚生産業常任委員会委員会月10

９時30分

休会日9

９時30分

休会土8

委員会９時30分水12

委員長報告、討論・採決本会議９時30分木13

９時30分

９時30分

９時30分

各常任委員会（調整）

第６回 町議会と語ろう会 開催のお知らせ

今回、議会改革の取組の中で、議会基本条

例を策定しています。町民の皆さまから

ホームページでのパブリックコメントもい

ただきますが、条例の内容を記したプリン

トを当日お配りします。ご意見をお聞かせ

ください。

また、前回同様にテーマを選んでいただ

き、そのテーブルで意見を交わしていきた

いと考えています。

テーマ ① 農業・商工業関連

② 定住促進関連

③ 防災・防犯・財政関連

④ 教育・子育て関連

⑤ 高齢者・福祉関連

多くの皆さまの参加をお待ちしています。

10月20日（土）に、議場にて、基山中学校３年生の皆

さんが１日議員役や町長・町執行部役となり、議会の

模擬体験を行いました。詳しくは、12月議会だよりの

特集で紹介します。

｢基山町子ども議会」を開催

▲リハーサル風景
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